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　太陽を公転する「水星，金星，地球，火星，木星，土星，天王星，海王星」を

惑星といいます．これらは，夜空の星々の間を動いていくように見えるた

め，星座盤には書き込めません．『天文年鑑』や天文系の月刊雑誌で観測

可能な時期を知る必要があります． 

　地球より内側にある水星と金星は，太陽から近い位置にあるため，日没

直後か日の出直前にしか見ることができません． 

　火星は公転周期が1.8年のため，地球に接近するのは約２年に一度とな

ります．

● 冥王星は惑星から外された 

　太陽系の全質量のうち，99.86%は太陽が占めます．一番大きな惑星は木星

で，その次は土星です．これらはガス惑星で陸地はありません． 

　火星と木星の間には，小惑星帯があります．ここは，太陽と木星の重力が釣り

合う領域で小さな「石」がたくさん浮遊できるのです． 

　天文観測が進むと，冥王星より大きな惑星が見つかり，その数も増えることが

予想されました．国際天文学連合(IAU)は，2006年に冥王星を惑星の仲間か

ら外し，準惑星とすることを決議しました．準惑星は現在，次の５つです． 

　　　ケレス，冥王星，ハウメア，マケマケ，エリス 

惑星と準惑星を太陽から近い順に並べると，次の順になります． 

　　　水，金，地，火，ケ，木，土，天，海，冥，ハ，マ，エ

Planets

● 惑星は星座盤にない

● 今月は，夕方に土星，夜に木星，明け方に金星がよく見える　
▲ 天文学辞典（国立天文台）

▲　真貝寿明 『現代物理学が描く宇宙論』（共立出版，2018年）　より

国立天文台のページより　▶

金星　日の出前の南東の空に見える「明けの明星」です． 

　　　　明るさはマイナス4.4等からマイナス4.2等で見つけやすいです． 

木星　真夜中に南から南西の空高く見えます。 

　　　　明るさはマイナス2.9等からマイナス2.8等で夜空で一番明るく 

　　　　輝いています． 

土星　宵の南から南西の空に見え、明るさは0.7等から0.9等です．

惑星は「またたき」せず，明るく輝きます．今月見頃な惑星は次の３つ．

◀ 『星ナビ』 2023年1月号より

中日新聞のページより　▶

100倍から150倍の倍率の天体望遠鏡を使うと，木星の渦の模様や

土星の輪を観測することができます．
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